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（ 続紙 １ ）                             
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（続紙 ２ ）                            
 
（論文審査の結果の要旨） 
 
 地球温暖化の進行に伴い、イネ登熟期の気温が上昇し、玄米が白濁化してデンプ
ン粒の充填不足が生じた白未熟粒が多発している。その発生メカニズムは十分に解
明されておらず、したがって適応技術の開発も不十分である。本論文は、白未熟粒
発生機構の解明を目指し、高温感受性の優れた突然変異体flo11-2における白未熟粒
発生分子機構の解析と、flo11-2変異体を利用した白未熟粒発生要因の同定を試みた
ものであり、評価すべき点は、以下の３点に要約される。 
 
１．白未熟粒変異体flo11-2における白未熟化の原因遺伝子が葉緑体型70 kDaヒート
ショックタンパク質2遺伝子(cpHSP70-2)であることを、エキソーム解析、遺伝型分
析、イネ形質転換による相補性試験により明らかにするとともに、変異体のcpHSP70
-2のATPaseドメインに生じた１アミノ酸置換（D259V変異）がATPase活性とシャペロ
ン機能の低下をもたらしていることを示した。 
 
２．白未熟粒変異体flo11-2の高い温度感受性を利用して、様々な環境条件のうち日
最高気温が白未熟化に最も重要な要因であること、日最高気温が35.5-37.5℃の範囲
では開花後20日目前後に穎果の高温感受性が最も高くなることを示した。 
 
３．先行研究との比較から、画像解析法による白未熟粒発生程度の定量的解析が有
用であることを示すとともに、種子貯蔵タンパク質プロラミンと小胞体局在HSP70(B
iP)、cpHSP70-2の相互作用が小胞体ストレスを介して白未熟化に関与する可能性を
指摘した。 
 
 
 以上のように、本論文は、高い高温感受性を有するflo11-2変異体を用いた解析か
ら白未熟粒発生の生理機構に新たな知見を加えたものであり、温暖化に適応した水
稲生産技術の開発、ならびに作物学および品質設計開発学の発展に寄与するところ
が大きい。 
よって、本論文は博士（農学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、令和２年４月１６日、論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結
果、博士（農学）の学位を授与される学力が十分あるものと認めた。 
また、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公
表に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認め
る。 
 
 
 
 
注）論文内容の要旨、審査の結果の要旨及び学位論文は、本学学術情報リポジトリに
掲載し、公表とする。 
ただし、特許申請、雑誌掲載等の関係により、要旨を学位授与後即日公表するこ
とに支障がある場合は、以下に公表可能とする日付を記入すること。  
要旨公開可能日：２０２０年６月１日以降（学位授与日から３ヶ月以内） 
 
